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　国内の灌漑水田では慣行法による水稲栽培が行われ、多様な化学肥料が使用されて いる。水稲

栽培における肥料および農薬の使用量は収量の 増加 と密接に関係 して お り、 今日の 収量水準を

達成 した背景には品種改良や化学肥料の 施用が大き く貢献して い る。一
方、過剰な肥料または

農薬の 散布 は農地を含めた外部環境 に負の 影響を及ぼして い る こ とも事実で あり、各種資材の

開発や有機質肥料の施用を通して環境保全型農業へ の転換が進められて い る 。

　著者らは、長期間化学肥料を連用 した慣行栽培、堆肥連用栽培、無肥料栽培、無窒素肥料栽

培等、栽培管理を異 にした コ シ ヒカリの 生育、根系、根の 生理活性に つ いて検討 してきた （鯨

他 2001
，
2002）。そ の結果、長期間 （25 年以上）化学肥料を施用した慣行栽培圃場より堆肥を連

用 した水田圃場で は土壌の 腐植含有量が増加 し、土壌中の 全炭素含有量も増加して いた。こ の

ような土壌環境下で生育したコ シヒカリは根系がよく発達し、土壌中に注入 した Rb の 吸収量を

指標と した根系の 生理活性が高い こ とが示 された。堆肥の 連用によ り土壌の腐植含有量が増加

するな ど、土壌環境が改善された こ とが直接的ない し間接的に影響 した結果、堆肥連用栽培に

よっ て コ シ ヒカリ根系の生育や機能性が増大することが示唆されたe

　水稲栽培が外部環境に 及ぼす負の 影響を抑制す るためには、過剰な肥料成分の 施用を減少さ

せ ることが必要である。通常栽培では、N
，
　p20sおよび K20 が混合された高度化成肥料が使用 さ

れて い る 。 肥料三要素の 必要性 に関 した研究は長い歴史があ り、 リン の必要性 に関 して は問題

点が提起されて い る （尾崎他 1960）。著者らは、昭和 57 年から富山県農業技術セ ン ター農業試

験場内圃場で実施されている コ シヒカリ三要素試験区にお い て、2000 年か ら 2003 年まで各種生

育、収量、根系生育および根の生理活性を調査 した （橋本他 2002，鯨他 2003ψ ，
c）。 慣行の三要

素区と比較して、無肥料区お よび無 N 区で は生育 と収量が明らかに劣っ て いたが、無 K 区およ

び無 P 区の生育および収量には大きな差は認められな か っ た 。 出穂期お よび登熟期の根系を コ

アサ ンプル法 （φ53mm ，
　400mrnD）で 採取し 、 土壌黼 中の樋 分布を調査する と無 K 区、無

P 区お よび三 要素区の間に有意差は認められ なか っ た （第 1表）。 出穂期における水稲の株間中

間部 5crn下および 1（km 下、または株直下 20cm に Rb ゲル （O．4％寒天）をスポ ッ ト注入 して 5

日後に株を刈取り、乾燥させたの ちに吸収した Rb 含有量を原子吸光法にて測定し、吸収 した Rb

含有量を用いて根の生理活性を評価した （第 2表）。 三要素区と無 P 区との 間に有意差は認め ら

れなか っ た 。 無 K 区の Rb 含有量は三要素区より有意に多かっ たが、これは K と Rb の 吸収が同

じチャ ンネル下で行われて い る こ とが原因と考え られた。無 K 区の水稲に Na を注入 して Na 吸

収量を測定したところ高い Na 吸収が認め られた事か らもこの 理 由が推察され る。水稲栽培にお

ける P の施用に関 して、少なくとも北陸以南においては毎年の P の施用は必要ないのではない

かと判断された。有限な資源の
一

つ である P の利用法を再検討する こ とが環境保全型農業を推

一 362 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

進 する 上 で 必要 である こ とが示唆された。

　水稲栽培 は各地域の 立地環境の 違い を前提 として 、それぞれ の 環境に適合した栽培管理技術

が確立されてお り、すべ て の 地域に 同
一
基準を設定する こ とは意味がな い 。 多収 コ シ ヒカリを

生 産して い る長野県伊那市の 圃場調査の結果を、地域環境適応型水稲栽培の事例として紹介す

る。伊那市の水稲栽培は高い 日射量のある環境下で実現され て いる。 1992年に 998kg〆10aの多収

実績 （松島 1995）が報告されて い る春 日照夫氏の コ シ ヒカリに つ い て 調査した （Kuj　ira　 et　al．

2000）。 こ の水田で利用 して い る低温の 農業用水に含まれる天然ケイ酸含有量は高く、これは三

峰川水系の 母岩 に 由来して い る。腐食 含有量が多い深い 土壌は保水性が高く、また、土壌三相

分布の うち気相の比率が高い特徴が認められた。これ らの特性は、春先における土壌温度を予

想よりも高 く維持し、夏の高温下におい て は土壌および水温の 上昇を緩和する効果 を果たして

い る （oritani　et　al．2001）。 水稲根系の 生育量は多く、特に表層（（｝10  ）の根重が多く根の 生理活

性 （Rb 吸収量が多く、導管液中の トZR 含有量が高い）が高い ことも示された （Kuji　a　et　al．　2cO1、

鯨他 200342003b ，2003c）。 立地条件と環境が栽培管理と密接な関連を持ちなが ら高い収量性を

実現 して い る こ とを示す事例で あり、こ の 圃場 における コ シ ヒカ リの蒸散量 と光合成量も高い

（Oritani　e耄al　2000＞。

　各地域の環境と深い関連1生を持 っ た栽培技術を通して、栽培される水稲の根系の機能を高め、

同時に環境保全に結びつ く管理技術を確立させ る こ とが、今後ますます必要とな っ て くる。

　 第 1 表 出穂 期に おけ る根重 の土 壌階層分布

試験 区 O〜IOCM

（mg ＞

10 −−20cm
　 （mg ＞

20 〜30cm

　 （mg ）

30 〜40cm

　 （mg ｝

総根 重

（mg ）

無肥料区 　　237 ．77 圭 5．19
無窒 素区 　 　 149 ．43 士 22．59

無 リン 区 　　 174 ．87 ± 32 ，31
無 力 リ区 　 157 ，10 士 34 ．23
三 要 素 区 　 　 127 ．63 士 8．97
LSD （p＝O．e5 ） 92 ．Ol 　

t

141 、83 　±　15 ．7 　　　31 ．27 　士　29 ．5
79．60 　士　25 ．94 　　　6，5D　±　9．02

125 ，87　土 　7．66　　　33 ．9D 　± 　32．17
81．00 　士 　16 ．18　　46 、90 　土　41 ．23
79．70 　士 　12 ．05　　15 ．43 士　18 ．34
64 ，23　ns 　　　　　　 26 ．84 　ns

O．2 　士 　0 　　　　410 ．93 　± 　13 ．00
0．7　士 　0 　　　　235 ．77 　± 　46 ．B1
7．4　：ヒ　3 、93　　339 ．57　ゴ：　42 ，78
0、3 　± 　0 　　　　295 ．10 　± 　50 ．89
0、6 　土 　0 　　　　222 ．97 　士 　19 ．55
　 冂s 　　　　　146 ．06 白

平均 値± 標 準誤差　 （n 二3 ＞
．
15％水 準で 有 意 差 あ り．　 ns 膚 意 差 な し．

第2表 根 系 か ら の Hb 吸 収量

調査 日 ：2DO2 年 8月4 日

Rb吸 収量〆株　　Rb吸収 量〆地上部単位乾重 　　　Rb 吸収置1株　　Rb吸収量1地 上 部 単位乾重
試 験 区

無肥 料 区 　 　 25 ．45 ± 4．54
無 室 素 区 　　　　　3．99 　土 　0．32
無 リン 区 　 　 15 ．84 士 1．77
無カ リ区 　 　 29 、29 士 1，90
三 要素区 　 　 　9，09 土 1．50
LSD ｛p＝D．05 ｝　9．4D　

t

　 　 　 　 株間5cm 下

〔mg ｝　　　　　　　　 〔μ 9〆9）

1630 ，14　土 　 151 、14
170 ，77 　士 　24 ，25
465 ．61　± 　40 ．68

1142 ．59 　± 　133 ．11
325 ．00　±　66，32
374 ．95t

　 　 　 株直 下 2Dcm

（mg ）　 　 　 　 ｛μ 9！9）

29 ．〔）9　士 　3 ．48　　　　1637 ．3　：ヒ　285 ．55
9．83 　士　1．el　　　　373 ．39 　± 　48 ．11

22 ．80 　± 　2．44　　　　793 ．21　土　73 ．14
36．15 　± 　D．72　　　1421 ，91　ヨt　12．78
17．79 　± 　1．46 　　　 565 ，37 　ゴ： 36，72
8．05t 　　　　　　　　 5t9 ．79 　曹

　　平均値 ±標 準誤 差　 （n ＝3 ＞　　　　　　　　　　　　　　　 Rb注入 ： 8 月4 日、採取 ： 8 月9 日

　 　
゜
：5％ 水準で 有意 差あ リ．　 ns 宥 意差な し．
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